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実際の市販 CRの構造が再現されていない P1P．そこで，我々は高解像度ナノ CTによる撮影画像
を利用すれば，フィラーの形状やサイズ，幾何学的配置などを忠実に再現した in silico CRモデ
ルの作製が可能となり，この問題を解決できるのはないかと着想した．本研究では，高解像度


















 不定形シリカフィラーを体積含有率 31.2%（重量含有率 50%）で Bis-GMA/TEGDMA に填




図 1. ナノ CT画像から抽出したミクロスケールモデル 
 





ロスケールにおけるヤング率（ER1R, ER2R, ER3R）とポアソン比（νR1R, νR2R, νR3R）を求め，統計学的
に分析した（One-way ANOVA and Tukey’s HSD test）．また，得られたヤング率とポアソン比，
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研究経過 
 ヤング率については，ER1Rと ER3R，ER2Rと ER3Rの間に有意差を認めた．また，ER3Rが 3方向のうちで
最大値を示した（図 2左）．ポアソン比については，νR1R，νR2R，νR3R間で全てに有意差を認めた．
νR1Rが 3方向のうち最大値を示し，νR2Rが最小値を示した（図 2右）． 
  









図 4. 局所化解析の結果（最大主ひずみ分布） 
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